
奈良　薫
 

奈
良
　
薫
は
明
治
二
十
一
年

旧
大
原
村
（
現
猿
橋
町
）
猿
橋

三
十
三
番
地
に
生
ま
れ
た
。

奈
良
家
は
古
か
ら
、
猿
橋
の
商

家
で
あ
っ
た
が
、
薫
の
父
は
七

保
村
林
九
六
六
（
現
田
無
瀬
）

の
屋
号
油
屋
小
俣
家
か
ら
奈
良

屋
に
入
婿
し
た
。
小
俣
家
は
絹

屋
と
も
糸
染
め
屋
と
も
言
わ
れ

て
い
る
が
、
現
在
廃
家
と
な
り

子
孫
が
絶
え
て
い
る
の
で
詳
し

い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

　
奈
良
家
も
絹
商
を
営
ん
で
い

た
関
係
で
小
俣
家
と
の
縁
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
薫
は
幼
少
時
よ
り
自
然
が
好

き
で
植
物
の
採
集
を
す
る
、
花

に
親
し
む
少
年
で
あ
っ
た
た
め
、

性
格
も
温
和
で
大
人
し
い
少
年

で
あ
っ
た
。

　
薫
は
大
原
小
学
校
を
卒
え
る

と
、
明
治
三
十
六
年
四
月
一
日
、

県
立
山
梨
県
第
二
中
学
校
都
留

分
校
（
日
川
分
校
）
が
広
里
村

（
現
大
月
）
に
開
設
さ
れ
る
と

同
校
に
進
学
し
た
。

同
級
生
に
は
、
駒
橋
出
身
の
小

宮
悦
造
博
士
・
花
咲
出
身
の
井

上
一
光
さ
ん
な
ど
が
い
た
。

　
日
川
分
校
は
三
年
生
ま
で
で
、

四
年
生
か
ら
は
日
川
本
校
に
通

学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
交
通
の
便
の
な
い
当
時
は
、

日
川
本
校
に
通
学
す
る
に
は
、

寄
宿
舎
に
入
る
か
、
東
京
方
面

の
他
の
学
校
に
進
学
す
る
し
か

な
く
、
薫
も
日
川
本
校
に
行
か

ず
他
の
学
校
に
進
学
し
た
よ
う

で
あ
る
。
（
日
川
中
学
校
の
同

窓
会
卒
業
名
簿
に
は
載
っ
て
い

な
い
）

　
そ
の
後
、
薫
は
、
小
学
校
の

教
師
（
代
用
教
員
）
と
な
り
、

猿
橋
尋
常
小
学
校
で
教
鞭
を
と

り
師
弟
教
育
に
長
い
間
専
念
し

て
い
る
。

母
校
大
原
小
学
校
は
明
治
二
十

六
年
五
月
、
猿
橋
・
小
沢
・
藤

崎
の
各
尋
常
小
学
校
に
独
立
、

同
四
十
一
年
四
月
二
日
高
等
科

を
併
置
、
猿
橋
高
等
尋
常
小
学

校
と
な
っ
て
い
る
。
（
「
心
に

舞
う
『
温
故
』
山
口
善
久

著
」
）

　
薫
は
、
少
年
時
代
か
ら
普
通

の
少
年
と
は
異
な
り
、
身
格
好

も
な
よ
な
よ
し
て
い
て
女
が
た

で
、
茶
道
や
活
花
に
興
味
を
持

ち
、
教
師
の
時
代
か
ら
茶
道
、

華
道
に
精
進
し
た
。

　
こ
れ
も
猿
橋
は
、
北
都
留
地

区
の
中
心
地
で
、
文
化
性
の
高

い
環
境
や
、
商
家
が
多
く
、
生

活
に
余
裕
が
あ
り
、
稽
古
事
が

盛
ん
で
、
華
道
・
茶
道
に
親
し

む
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
近
隣
の
薫
を
知
る
人
は
、
近

所
の
商
家
の
主
人
達
が
挙
っ
て

「
遠
州
流
の
華
道
」
を
、
薫
か

ら
教
わ
っ
た
と
い
う
話
も
聞
か

れ
、
薫
も
猿
橋
小
学
校
の
教
員

時
代
に
誰
か
に
師
事
し
、
華
道
、

茶
道
に
精
進
、
師
範
と
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

薫
の
流
儀
は
、
花
は
、
「
池
の

坊
」
茶
道
は
「
裏
千
家
今
日

庵
」
で
、
師
範
の
免
許
を
得
て
、

界
隅
で
は
並
ぶ
者
の
無
い
茶
人

と
し
て
そ
の
名
を
遺
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
時
は
こ
の
辺
に
は

花
屋
が
無
く
、
薫
は
近
所
の
教

え
子
な
ど
に
声
を
掛
け
、
野
山

を
散
策
し
て
は
、
活
花
の
教
材

を
収
集
、
弟
子
達
の
稽
古
に
活

用
し
た
と
の
こ
と
で
、
華
道
普

及
の
た
め
、
並
み
並
み
な
ら
ぬ

苦
労
と
、
情
熱
が
あ
っ
た
と
伺

わ
れ
る
。

　
小
学
校
の
教
師
を
辞
め
て
か

ら
は
、
県
立
都
留
高
女
が
大
正

十
二
年
開
校
さ
れ
郡
内
一
円
遠

く
は
東
山
梨
・
神
奈
川
県
津
久

井
郡
の
才
媛
が
都
留
高
女
に
進

学
。

　
時
の
人
、
中
山
校
長
は
、
特

に
「
良
妻
賢
母
」
の
育
成
道
場

と
し
て
、
婦
道
教
育
に
力
を
入

れ
、
正
規
の
教
科
に
は
な
い
、

華
道
・
茶
道
を
情
操
教
育
の
必

須
科
目
と
し
、
薫
を
招
聘
、
薫

は
、
こ
の
課
外
授
業
で
、
女
学

生
に
茶
道
、
華
道
の
、
侘
び
さ

び
の
精
神
の
体
得
、
日
本
古
来

の
文
化
の
高
揚
に
貢
献
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
日
の
郡
内
の

華
人
、
茶
人
の
多
く
は
、
都
留

高
女
、
都
留
高
校
の
薫
の
門
人

で
、
富
士
北
麓
一
帯
の
伝
統
文

化
の
担
い
手
と
し
て
各
地
域
の

文
化
祭
・
イ
ベ
ン
ト
で
の
茶
席
、

華
道
展
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
。

　
薫
は
、
猿
橋
小
学
校
の
教
師

の
時
、
結
婚
、
妻
女
は
七
保
村

葛
野
の
人
で
あ
る
。
子
供
は
、

長
男
仁
の
外
、
女
子
に
恵
ま
れ

成
人
し
て
他
家
に
嫁
い
で
い
る

が
、
長
男
仁
は
、
薫
の
後
継
者

と
し
て
、
旧
制
都
留
中
学
校
を

卒
え
、
山
梨
師
範
二
部
に
進
み
、

そ
の
後
教
師
と
な
り
、
大
東
亜

戦
争
に
従
軍
、
陸
軍
大
尉
で
復

員
北
都
留
地
区
の
教
員
と
な
り
、

校
長
職
を
定
年
退
職
後
は
、
薫

の
後
を
継
ぎ
、
茶
道
華
道
の
師

匠
と
し
て
、
薫
の
門
人
の
稽
古

に
精
進
し
た
。

　
薫
の
生
い
立
ち
、
茶
道
華
道

へ
の
精
進
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
奈
良
家
の
子
孫
の
方
が

お
孫
さ
ん
で
、
ふ
る
い
こ
と
に

つ
い
て
は
解
ら
ず
、
ま
た
近
所

の
古
老
の
方
も
亡
く
な
り
、
詳

し
く
記
述
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。

　
茶
人
と
し
て
の
薫
は
茶
名
を

宗
薫
と
い
っ
て
い
た
。
宗
薫
に

つ
い
て
の
想
い
出
、
印
象
、
郡

内
地
区
で
の
茶
華
道
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
門
人
の
方
、
都
留

高
女
の
卒
業
生
の
話
が
大
変
興

味
深
い
の
で
こ
れ
を
紹
介
す
る

こ
と
と
す
る
。

◆
「
何
時
も
和
服
姿
で
ち
ょ
っ

と
な
で
肩
、
小
造
り
の
先
生
の

面
影
が
何
時
ま
で
も
忘
れ
ら
れ

な
い
。
」

 
 
 
 
 
 

高
二
　
　
Ｉ
女

◆
「
都
留
高
女
で
の
奈
良
先
生

は
、
活
花
の
課
外
授
業
で
教
わ

り
ま
し
た
が
、
と
て
も
柔
和
で

親
し
み
易
い
先
生
で
し
た
。
」

 
 
 
 
 
 

高
女
　
　
Ｏ
女

◆
「
高
女
時
代
先
生
か
ら
お
茶

を
教
わ
っ
た
お
か
げ
で
大
月
市

老
人
大
学
茶
道
部
で
お
茶
を
楽

し
ん
で
い
る
。
女
学
校
時
代

習
っ
た
頃
を
な
つ
か
し
く
想
い

出
し
て
い
る
」

 
 
 
 
 

高
女
　
　
Ｓ
女

 

宗
薫
は
昭
和
二
十
三
年
か
ら

富
士
吉
田
下
吉
田
の
内
田
宅
で

茶
華
道
の
指
導
を
始
め
、
そ
の

後
、
二
十
四
年
か
ら
白
須
規
矩

治
宅
に
稽
古
場
を
移
し
、
以
来

昭
和
五
十
三
年
（
逝
去
の
二
か

月
前
）
ま
で
の
三
十
年
間
指
導

を
続
け
て
い
た
。
彼
は
月
江
寺

駅
か
ら
約
一
キ
ロ
の
道
を
歩
い

て
白
須
宅
ま
で
来
て
午
前
中
華

道
、
午
後
は
茶
道
の
指
導
を
し

て
い
た
。

　
そ
の
間
昭
和
二
十
八
年
か
ら

富
士
吉
田
市
文
化
祭
に
岳
静
会

と
し
て
茶
会
に
参
加
し
五
十
二

年
ま
で
続
け
た
。
そ
の
後
、
内

弟
子
に
引
き
つ
ぎ
現
代
ま
で
続

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
彼

は
谷
村
禾
生
地
方
に
行
っ
て
も

指
導
し
て
南
北
両
郡
の
広
い
範

囲
に
わ
た
り
今
日
の
茶
華
道
の

発
展
に
貢
献
し
昭
和
五
十
三
年

二
月
十
一
日
死
去
、
九
十
歳
の

高
齢
で
あ
っ
た
。

執
筆
者
　
井
上
文
次
郎

協
力
者
　
仁
科
義
民
　

郡内茶華道の大先達
　　都留高女茶華道師範


